　
立命館大学理工学研究所　
　　＜2023年度　シンポジウム・ワークショップ開催助成募集要項＞

Ⅰ．シンポジウム・ワークショップ開催について
※ 審査においては、理工学研究所として自然科学系分野の教職員や学生の教育・研究の高度化に資する取組みを支援する目的から、開催場所がびわこ・くさつキャンパスであるものを優先します。

	（1）助成対象
	< シンポジウム >
これまでの研究成果を学内に留まらず広く学外研究者にも発表し、関連分野の研究者との討論により、さらなる研究の発展をはかることを目的とする。
< ワークショップ >
新たな研究の可能性を探ることを目的とした集会であり、学内の研究者に留まらず学外の研究者も招いた活発な討論を通して新たな研究の芽が作られることが期待されるもの。
* 本助成は、2023年4月1日（土）～2024年3月17日（日）までの期間に開催されるイベントを対象とします
* 本助成がなければ開催できないものは申請不可とします。
* Zoom開催は可とします。

	（2）申請資格
	自然科学系の本学専任教員（有期限任用者を含む）
* 本学専任教員（有期限の雇用の者を含む）とは、以下の職位です。
教授・准教授・専任講師・特別任用教授・任期制教員（教授・准教授・講師・助教）・特別契約教員・特別招聘教員（本務教員のみ）・特別招聘研究教員（教授・准教授）・研究教員・特任助教・助手（教員系列）
* 申請時の職位で申請資格の有無を判断します。

	（3）助成額と採択件数
	予算額50万円 
* 採択件数・助成額は、応募状況および審査状況を勘案して予算総額の範囲内で
調整・決定します（減額査定になる場合もあります）。

	（4）受給者の義務
	開催報告書をシンポジウム・ワークショップ開催後に提出してください。
*開催報告書は「2023年度理工学研究所紀要(第82号)」（2024年3月末刊行予定）で公表します。
*紀要の入稿と関連し、開催報告書のご提出期限を2024年1月末とします。2月以降になる場合、個別でご相談ください。

	（5）その他
	*本助成採択前にかかる経費を別予算で支払われた場合、採択後、シンポジウム・ワークショップ開催助成へ振替できない場合があります。経費支払いの際には、事前にご相談ください。






Ⅱ．助成金の支出範囲
※詳細は研究費執行ガイドブックをご参照ください。
	支 出 範 囲
	支出できないもの

	報告者国内外旅費・報告者謝礼(学外の方のみ対象)、アルバイト謝金、消耗品費、委託費(会場設営等)、通信費、印刷費(講演予稿集作成、ポスター・チラシ作成等)等
	設備備品費、消耗図書費、その他開催に関連性のない経費





Ⅲ．審査と決定
(1) 審査について
提出された申請書等に基づき、理工学研究所委員会のもとに設置される審査委員会で審査が行われ、
採否を決定します。
(2) 審査基準
審査は以下の観点・基準に基づいて行われます。
①申請書の内容（目的・意義・本学独自の取組みかどうか・期待される成果等）
②開催の実現性（事後申請の場合は、開催によって得られた成果等）
③経費の妥当性
(3) 審査結果の通知
採択結果は、申請代表者あてに文書で通知します。
通知の時期は2023年10月下旬を予定しています。



Ⅳ．申請方法
(1) 申請書提出先：BKCリサーチオフィス　理工学研究所事務局 rikouken@st.ritsumei.ac.jp     
下地・石川　（内線:6526・6024）
※メールでのご提出をお願いいたします。
(2) 申 請 期 間： 2023年7月21日(金) ～ 2023年8月25日(金)

以上
















[bookmark: _GoBack]立命館大学理工学研究所＜2023年度　シンポジウム・ワークショップ開催助成申請書＞
2023年　　月　　日
理工学研究所長　殿
	１．申請代表者
（所属・職名・氏名）
	学部：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学科：

職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	２．集会名
	

	３．予定開催日程
	　　　年　　　　月　　　　日　～　　　　　　　年　　　　月　　　　日

	４．予定開催地
および会場
	

	５.　申請予算額
	費目
	金額
	明細

	
	旅費（国内）
	
	

	
	旅費（海外）
	
	

	
	人件費、謝金
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	印刷費
	
	

	
	その他
	
	

	
	合計（申請額）
	
	

	６．申請代表者
および主な
講演・参加予定者
（事後申請の場合は、実際の講演・参加者を記載）

	氏　　名
	所属(機関)・職名
	役　割　分　担

	
	
	
	

	７．開催の目的・意義 及び期待される成果等
（１）開催の目的および意義
















（２）開催の必要性















（３）期待される成果（事後申請の場合は、得られた成果や実施報告を記載）















	

	事務局受付印

	
	






